
（単位：千円）

科    目 金  額 科    目 金  額

【流動資産】 10,799,414 【流動負債】 595,365

現 金 1,697 買 掛 金 8,323

普 通 預 金 8,412,546 未 払 金 132,498

当 座 預 金 275,809 未 払 費 用 132

定 期 預 金 500,020 短 期 借 入 金 43,360

売 掛 金 147,175 前 受 金 13,842

貯 蔵 品 139 預 り 金 84

商 品 422 未 払 法 人 税 等 625

販 売 用 不 動 産 671,196 賞 与 引 当 金 450

立 替 金 8,817 契 約 負 債 395,430

短 期 貸 付 金 4,407 そ の 他 618

前 払 費 用 40,200

預 け 金 200,078 【固定負債】 2,523,830

前 払 金 429,940 ⾧ 期 借 入 金 809,031

未 収 消 費 税 等 81,055 預 り 保 証 金 746,100

未 収 入 金 49,006 ⾧ 期 預 り 金 145,520

貸 倒 引 当 金 △ 23,099 退 職 給 付 引 当 金 7,988

修 繕 引 当 金 399,674

【固定資産】 2,680,667 企 業 結 合 に 係 る 特 定 勘 定 415,517

建 物 1,023,970 負 債 合 計 3,119,196

建 物 附 属 設 備 327,281

構 築 物 475,328

機 械 装 置 33,114 【株主資本】 10,360,886

車 両 運 搬 具 2,486 資 本 金 100,000

工 具 器 具 備 品 64,584 資 本 剰 余 金 14,633,760

土 地 402,357 資 本 準 備 金 12,455,600

建 設 仮 勘 定 269,931 そ の 他 資 本 剰 余 金 210,000

無形固定資産 20,847 資本金及び資本準備金減少差益 1,968,160

の れ ん 20,350 利 益 剰 余 金 △ 4,372,874

そ の 他 497 利 益 準 備 金 54,310

投資その他の資産 60,764 そ の 他 利 益 剰 余 金 △ 4,427,184

敷 金 500 別 途 積 立 金 508,000

⾧ 期 前 払 費 用 465 繰 越 利 益 剰 余 金 △ 4,935,184

預 託 金 11,882

⾧ 期 貸 付 金 47,915

破 産 更 生 債 権 0

貸 倒 引 当 金 △0 純 資 産 合 計 10,360,886

資 産 合 計 13,480,082 負 債 ・ 純 資 産 合 計 13,480,082

純 資 産 の 部

貸借対照表
2024年８月31日現在

資 産 の 部 負 債 の 部



１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．資産の評価基準及び評価方法

（1）棚卸資産の評価基準及び評価方法

販売用不動産 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法により算定）

製品、原材料、仕掛品、商品 最終仕入原価法 

貯蔵品 最終仕入原価法 

２．固定資産の減価償却の方法 

（1） 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法

（2） 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

３．引当金の計上基準

（1）貸倒引当金

売上債権、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

（2）賞与引当金

従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち、当事業年度の負担すべき額を計上しています。

4．収益及び費用の計上基準

 当社は主に、別荘地の管理をしております。収益は顧客との契約に基づき、一定の期間にわたり、履行義務が充足されると判断し、

一定の期間にわたり、収益を認識しております。

2．株主資本等変動計算書に関する注記

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

普通株式 421,000株

3．当期純損益

当期純利益 千円

4．重要な後発事象

（合併）

 当社は、株式会社エンゼルを2024年９月１日付で吸収合併いたしました。

１．取引の概要

(1）結合当事企業の名称及びその事業の内容

 結合企業の名称   株式会社エンゼルフォレストリゾート

 事業の内容     別荘地管理事業

 被結合企業の名称  株式会社エンゼル

 事業の内容     宿泊事業及び不動産管理事業

(2）企業結合日

(3）企業結合の法的形式

株式会社エンゼルフォレストリゾートを存続会社、株式会社エンゼルを消滅会社とする吸収合併方式

(4）結合後企業の名称

株式会社エンゼルフォレストリゾート

(5）その他取引の概要に関する事項

グループのスケールメリットの獲得や経営リソースの集約による効率化及び管理コストの削減による経営の効率化を

行うことで、グループの更なる成⾧の実現を目指してまいります。

２．実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 2019年１月16日)及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する

適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日)に基づき、共通支配下の取引として会計処理を行っております。

個 別 注 記 表

937,635

2024年9月1日


